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研究成果の概要（和文）：秋田大学インターネット天文台を利用した研究活動、及び教育活動を

行った。具体的には秋田大学インターネット天文台のリニューアルと慶應義塾大学インターネ

ット望遠鏡プロジェクトとの連携、星空カメラの開発と設置、インターネット望遠鏡の欠点を

改善するための調査研究、インターネット天文台を広めるための広報活動、遠隔講義を組み合

わせたイベントの実施、の５つを実施した。そしてこれらの成果を論文等で出版（一部は出版

予定）した。 

 
研究成果の概要（英文）：Research and educational activities have been carried out by using 

the Akita University Internet observatory. In particular, renewal of the Akita University 

Internet observatory, cooperation with the Keio University Internet telescope project, 

development of the starry night camera, research activities to improve some weakness of 

the Internet observatory, publicity activities, and practice of events that combine the 

Internet observatory with remote lecture, were carried out. These results were published in 

papers. 
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１．研究開始当初の背景 

近年の「理科離れ現象」および「情報化社
会」に同時に対処するため，科学教育とコン
ピュータを有益に結びつける新しい種類の
設備の開発は，わが国にとって極めて重要性
の高い課題である。これまで我々はそのよう
な新しい設備としてインターネット天文台
を構築し，教育実践を積み重ねてきた。この

教育実践の合間におこなった調査研究の結
果，インターネット天文台は教育利用に有効
であるものの，いくつかの欠点を持っている
ことも明らかになった。本研究ではインター
ネット天文台の持つ欠点を改善し，よりよい
有効利用につなげるための調査研究をおこ
なうことにある。 
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２．研究の目的 

１）インターネット天文台の欠点改善のため
に有効な手段の解明  

インターネット天文台の最大の欠点は，臨
場感が欠けていることである。バーチャル感
を減らすためには様々な工夫が必要である
が，その手法を確立することを目的とした。 
 

２）インターネット天文台の長所を伸ばすた
めに有効な手段の解明 

インターネットは子供たちを未知の世界
へ簡単に連れ出せる，という積極的な面があ
る。そのため，インターネット天文台にイン
ターネット会議システムを利用した遠隔講
義を組み合わせる，という試みをおこなうこ
とを目標とした。 

 

３．研究の方法 

研究を進めるために、秋田大学のインター
ネット天文台をより魅力的なものにするた
めの努力をした。 
 
 
１）慶應義塾大学インターネット望遠鏡プロ
ジェクトとの協力 
 インターネット天文台の魅力を最大限に
引き出すには、海外に設置し時差を利用して
昼間に星空観望することである。このことを
可能とするため，慶應義塾大学インターネッ
ト望遠鏡プロジェクトとリンクさせること
を実行した。 

 

 

図１．慶應義塾大学インターネット望遠鏡 
 
２）星空カメラの開発 
 これまではインターネット望遠鏡をメイ
ンとしたインターネット天文台の構築を考
えてきた。しかし星座観察に特化した星空カ
メラの重要性も認識していたので、その開発
にも乗り出した。 
 
これら 2 点を実施しながら、先の研究の目

的を達成する努力を重ねた。とくにインター
ネット天文台を利用したイベント等を積極
的に開催し、その能力を見極め伸ばす方法に

ついて様々な調査を実施した。 
 
４．研究成果 
 
１）秋田大学インターネット天文台のリニュ
ーアルと慶應義塾大学インターネット望遠
鏡プロジェクトとの連携 
秋田大学インターネット天文台は小型の

望遠鏡を利用していたが、インターネット天
文台の魅力を引き出すにあたり，これを口径
３５ｃｍの中型望遠鏡にバージョンアップ
した。そのうえで慶應義塾大学インターネッ
ト望遠鏡プロジェクトとの連携をおこなっ
た。またこれまでの我々の経験を書籍の形で、
現在まとめている。 

 

   

 

図２.天体観測室リニューアル前後 

 
２）星空カメラの開発と設置 
インターネット天文台において、インター

ネット望遠鏡の補助設備になる星空カメラ
の開発をおこなった。これらを秋田大学教育
文化学部４号館屋上、秋田県白神地域、長崎
大学に設置した。またこれらを利用した光害
教育についての論文をまとめた。 

 



 

図３．移動型及び固定型の星空カメラ 

 
３）インターネット望遠鏡の欠点を改善する
ための調査研究 
インターネット天文台が従来持っていた

バーチャル感が強すぎるという欠点を改善
するための教育実践を、ひらめきときめきサ
イエンスを利用して実施した。特に視覚・音
声・体験等をインターネット天文台に組み合
わせることで，どの程度欠点が改善されるか
を調べ、論文としてまとめた。 
 

 

 

 
図４．ひらめきときめきサイエンス 

の様子とアンケート調査結果 

 
４）インターネット天文台を広めるための広
報活動 
 サイエンスアゴラ 2012 において、インタ
ーネット天文台を広めるための活動を慶應
義塾大学インターネット望遠鏡プロジェク

トの一員としておこない、産総研賞を受賞し
た。これらの広報活動についても、現在英文
で論文としてまとめている。 
 

 

図５．サイエンスアゴラ２０１２ 
 
５）遠隔講義を組み合わせたイベントの実施 
 福岡県にある天文台「星の館」とインター
ネットを利用した遠隔交流を実施した。これ
は現在も実施中であり、ある程度の成果が得
られた段階で、論文にまとめるつもりである。 
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